
平成 28 年度社会福祉法人 東京聖新会 

事業報告 
 

１． はじめに 
 平成 28 年度の社会福祉法人東京聖新会は、前年に行われた介護報酬単価等の削減等による介護保健制度

改定により大幅な減収に繋がるという大変厳しい法人運営となっています。この経過はある程度予測されて

おりましたが、実際に運営中止となった他事業所もあることから、今後、継続的に行われる介護保健改定に

ついては、地域における社会福祉法人として東京聖新会は、更に一歩も二歩も進めた施設運営を探って行か

ねばならぬと決意を新たにしております。 

地域から頼られる安心安全な施設継続運営を行うためには社会情勢の変化をいち早くキャッチしつつ、計

画的に、各種事業に取り組み、社会福祉法人として確実な法人運営の継続を図らねばなりません。平成 28

年度についても東京聖新会は社会福祉法人として「地域社会貢献」を公正、且つ適正に、透明性を以って進

めてまいりました。不足はありながらも、地域社会のニーズに、迅速に、そして、しなやかに対応してきた

ものと考えております。 

今年度の東京聖新会の取り組みは大きく三つに分けられます。 

第一に、社会福祉法人の「あるべき姿」としての一番の根幹である法人理念の実践にかかる取り組みです。

ゲストの「その人らしさ」をその生活のなかで確実に再現していただくためには、職員たちの介護に対する

基本理念と、それを実践する東京聖新会の理念への理解は不可欠です。そのために「クレド・・・私たちの

約束」を全職員で前年である平成 27 年に完成させました。続く平成 28 年は、自ら作成したクレドの実践を

確認するための一年となりました。クレドは、触れる度に、自らの業務を振り返り、見つめなおすことがで

きる素晴らしいきっかけとなります。このクレドの存在は、東京聖新会の「宝」なりつつあるようです。ク

レドの実践を通して、今後、法人としての実践力がますます高まっていくことに期待します。 

第二に、社会福祉法人が行っている地域への社会貢献の「見える化」です。東京聖新会では在宅生活を支

えるサービスとして居宅支援事業所を始め、訪問看護等複数運営を行っていますが、なかには、通所リハビ

リに通われている方が急に休まれた時など、状況によって訪問看護が様子に伺うサービスを行っていること

もあります。これらはすべて無料とし、必要があれば地域包括支援センターからの応援要請にも法人の専門

職職員がサポート体制をとっています。 

こうした無料サポートシステムや認知症カフェ開催周知は HP やラジオなどで行っていますが、なかなか

利用が進まないのが現状です。東京聖新会地域サポートシステムがあるのに活用されないのはもったいない

ことです。 

東京聖新会が行っている地域を支えるサポートシステムへの取り組みを地域のみなさまにぜひ知ってい

ただきたい。知ることでさらに活用していただきたい、と考え「介護予防リハビリマシン」の毎朝無料開放、

「市民卓球倶楽部」の設立を行いました。これらは専門職である理学療法士がサポートし、実際にトレーニ

ング指導を行っています。卓球については自由に身体を動かし、爽やかさを体感していただいています。 

こうした「体験的」な取り組みを地域に「見える化」することで、東京聖新絵画が市民のみなさまに、よ

り身近なものとなっていただければ幸いです。新たな地域密着の社会貢献事業として、大いに期待できるの

ではないでしょうか。 

第三の取り組みとして、新しい分野への挑戦を社会貢献事業のひとつとして行っています。昨年に続く

ロボット導入の実証実験ですが、今年度はさらに規模を拡大し、国から研究機関としてみとめられ、調査研



究を行いました。 

2016 日本医療福祉介護機器開発研究機構(AMED)によるロボット介護機器開発・導入促進事業(基準策定・評

価事業)「ロボット介護機器開発に関する調査」の検証法人として採択され、西東京コンソーシアム設立。以下 4

法人の代表機関を務め「介護コミュニケーションロボット導入への実証実験」への取り組むことができまし

た。 

こうしたトライアルは、介護事業者として、単に介護サービスの提供を行うだけが機関たる所以ではなく、

介護業界全体を俯瞰し、将来を見据え、常にコミットできる機関となることが求められている証なのではな

いでしょうか。この実証調査では様々なデータが採取され、その結果は今後の介護ロボット開発に対して、

多くの社会的影響を及ぼされるものとなったことはいうまでもありません。そしてさらにそのとのくみプロ

セスは「より良いシステムを考え続け、実践提案できる力」を養うことへ繋がりました。 

こうした取り組みに貪欲に挑戦し続けることが「社会福祉法人の在り方」のひとつとして求められるので

はないでしょうか。新たな可能性へのチャレンジとして、先進情報先進技術への提案、実践等を、今後も東

京聖新会から発信していきたいと考えています。 

 さて、平成 28 年度の当法人事業につきましては、「地域からより信頼される社会福祉法人」として上記の

各種の取組みを具体的に策定し、実践致してまいりました。以下、社会福祉法人東京聖新会平成 28 年度の

事業報告といたしますので、ご熟読の上、ご理解をいただけますようお願い申し上げます。 

 

全国社会福祉協議会から 

 

 

 

東京聖新会のシンボル河津桜は今年も満開です。 

 

 



わたしたちの約束 

「心づくしをみなさまへ」 

 

わたしたちは利用者さまを「ゲスト」とお呼びしています。文字通りお客さま(Guest)という意味ですが、

GeST: Get Smile Together 『一緒に笑顔を』という意味も含まれています。 

・ゲスト、ご家族との約束  

わたしたちは、入所中あるいは在宅にいらっしゃるゲストが最後までその人らしい暮らしを送ることが

できるよう、ゲストとそのご家族の意思を十分に尊重し、地域のもつあらゆる社会資源を活用しながら、

できる限りの支援を行います。 

・地域の人々、医療・介護・福祉チームとの約束  

わたしたちは、地域のみなさまの誰に対しても誠実な対応を心がけます。みなさまにとって『快適』で

『安全』な『安心』できるサービスを提供いたします。そして、地域のみなさまから『信頼』されるよう

に努めます。 

そのためには、ともに地域で活動する医療・介護・福祉に携わる多職種の仲間との協働が肝要だと確信

します。その仲間からの要請にはできる限り迅速に応対いたします。 

・社会との約束  

わたしたちは、日本の介護保険・医療保険制度の中で可能な限り、ＩＣＦ（国際生活機能分類）の理念

に基づいたサービスを提供します。障がいのあるなしにかかわらず、子どもたちから高齢者まで誰もが健

康で安心して暮らせる生き生きとした長寿健康社会実現のために努力します。 

・共に働く仲間との約束 

わたしたちは、多くの職種が連携することで成り立つ社会福祉法人東京聖新会の一員として働くことを

誇りとします。それぞれの立場で果たすべき自らの役割と責任を理解し、共に働くすべての仲間を尊敬し、

互いに協働して眼前の課題を克服します。 

わたしたちは、新しい知識や技術の習得に挑み、同時に心を豊かにする芸術的感動を大切にし、絶えざ

る切磋琢磨を忘れません。 

 

２． 基本理念 運営方針 
＜法人基本理念＞ 

「心づくしを皆様へ～」 

東京聖新会は、誰もが健康で安心して生活できる長寿社会の実現を目指し、「快適」「安全」「安心」

「信頼」をゲストの皆様と地域の皆様に提供できるよう心を尽くします。 

さらに、ICF（国際生活機能分類 International Classification of Functioning, Disability and 

Health）の視点から、提供するサービスの内容を考え続けます。 

フローラ、ハートフル、ふたつは一体として・・・ 

フローラ田無は「住み慣れた環境で自己実現や社会参加を果たしながら安心して住み続けていた

だける施設」とし、また「医療施設から在宅復帰へと繋ぐ架け橋」としてのハートフル田無はゲス

トおひとりおひとりのニーズに合わせた機能訓練を行い、全人的復権（人間性の回復 リ・ハビル）

を進めます。両施設共にゲストの日々の生活の支援は、パーソン・センタード・ケア「その人らし

さ」の再現、「自己実現」を基本とし、画一的なケアや、介護側の都合によらない「個別ケア」を基

本として施設サービスを実施します。ゲストが自立した生活を営むことができ、速やかに在宅復帰

や社会参加できる環境を整えて参ります。そして、地域に住まう皆様からの地域資源のひとつとし



ての使命を担い、重ねて地域から信頼される法人となることを目指します。 

 

＜法人の目標＞ 

法人基本方針に則り、下記に法人目標を掲げます。 

個人の尊厳を守り、法人を取り巻く地域との連携を図り、パーソンセンタード・ケア「その人中

心の」「その人らしい生活の実現」をできることを目指します。法人としてＩＣＦの視点から、可能

な限り「できること」を「できる範囲」で計画し、ゲストだけではなく、地域からの満足度を高め

られるよう実践します。また、ゲストのニーズを的確にキャッチし、常に「何が必要とされている

か？何が大切なのか？」を考え、社会情勢等にも柔軟に対処できる力強い運営を継続して参ります。 

 

「心づくしをみなさまに」 

一、「はい」という「素直な心」 

二、「すみません」という「反省の心」 

三、「私がします」という奉仕の心 

四、「おかげさま」という「謙虚な心」 

五、「ありがとう」という「感謝の心」 

六、サービスをご利用になる利用者さまは「ゲスト」として「もてなし」の心をつくします。 

 

「ゲ」 GET 

「ス」 SMILE 

「ト」 TOGETHER 

 

 ICF の視点とは… 

１． 何らかの意欲を持って色々な生活機能を使い、環境と相互作用しながら生活し人生を送っているこ   

とを大切にする。 

２． 何らかの生活機能の低下に（障害）があっても、自分なりに乗り越えて意欲を達成しようと人間はさ

まざまな生活機能を使っていることを尊重する。 

３． 人間の障害を克服するために、医学モデル・社会モデルを結合して障害をとらえ、ケアを検討・実 

施し、本人自らが意欲の達成を目指すことを支援する。 

 

上記を基本目標として、下記の中長期目標をおきました。 

 

＜長期目標＞ 

  ゲストが安心、安全に日常生活を送り、機能が向上することで自立できるよう支援いたします。 

①  ゲストの健康情報の管理システムを構築し、効果的な地域との連携を促進 

②  ゲストの機能向上を図り、在宅への復帰を促進 

③  地域のみなさまが在宅生活を継続できる包括的なシステムづくり 

④  サービスの向上、さらなる個別ケアの充実 

⑤  地域のニーズを反映した適切な入退所支援 

⑥  地域社会に向けての貢献と運営の透明化 

・・・災害時に強く、地域社会に対応できる施設運営 

Get ! 

Smile !  

Together ! 

 

 



⑦  設備などメンテナンスの実施 

「東京聖新会はひとつ」を合言葉として以上の内容に取り組みます。 

⑧  社会福祉法人として社会貢献、地域貢献に繋がる新たな可能性を検討します。 

 

＜中期目標と成果＞ 

① について…ゲストの健康情報の管理システムを構築し。効果的な地域との連携を促進 

 

ゲストの介護医療情報システムの構築を目指し、東京聖新会全体として情報の標準化を進めまし

た。地域連絡会等にて地域連携を深めるツールとして活用が進められています。個人情報の取り扱

いには十分な配慮を行い、システムなど周知徹底のための研修を実施しました。「個人の尊厳の尊

重・権利擁護」等の研修で周知徹底しています。昨年度に続き、向台町地域包括支援センター、居

宅支援事業所とシステム的な連携と拡充を進めました。 

（成果）  

1) 「システム管理委員会」を活性化させ、日常業務（看護、介護、リハビリ）情報の ICT

化を進め、情報の共有化を促進。 

2) 外来の医療情報・介護福祉情報を併せた個人情報全体の取り扱い方法の部門間での共有

化 

3) これらの個人情報が、（個人の意思に基づき）地域の病・医院、歯科医院などと情報交換

可能となるシステム、「仕組み」作りの一環となるように、地域と連携化促進を進めた結

果、情報連絡会の定期的開催と、東京聖新会主催、向台地域包括協力によるシンポジウ

ムを開催(参加対象者：市民 会場:ハートフル田無 80 名参加 施設外(コール田無 150

名参加) 

 

②  について…ゲストの機能向上を図り在宅への復帰を促進 

 

転倒などの事故予防を進め、生活リハビリを含めたリハビリテーションについての意識を高め、

デイケアのあり方の再検討と再構築を行い、地域へのアプローチを行いました。在宅への復帰

率は 3％程度向上しています。 

（成果） 

1) 個別リハビリ及び短期集中リハビリサービスはもとより、介護保険以外でのサービスと

してのリハビリシステムの実践を進め、在宅ゲストからリクエストされる。 

2) 介護予防マシン 3台を毎朝 50 分、地域に開放。専門スタッフを配置し、運動機能の評価

を行った。卓球台スペースを開放し、市民自身が卓球倶楽部の運営できるサポートを実

施。 

3) 老人保健施設として、在宅復帰を進めるために、デイケア、フローラ田無短期入所生活

介護と連携を進め、リハビリシステムを向上させ、地域のニーズへ対応。 

4) ICT を進め、専門性を活かした、介護職への教育と指導制度の確立 

シャドーカメラ 20 台をフローラ居室に設置導入。映像等転倒事故の事例の検討に利

用し、施設内研修に応用。結果、フローラにおける外傷事故は 6 割減となり、事故

発生率は全体的に低下した。 

5) 住み慣れた地域で在宅生活を継続できる地域市民の身体機能向上のシステムづくりの促



進を目指し、向台地域包括センターと連携、地域市民へ研修やシンポジウムを実施。シ

ンポジウムを開催(参加対象者：市民 会場:ハートフル田無 80 名参加 施設外(コール

田無 150 名参加) 

 

③  について…地域のみなさまが在宅生活を継続できる包括的なシステムづくり 

在宅におけるその人らしい生活の再現、ＩＣＦの理念に基づいたケアを行い、ハートフル田無が中

心となり、訪問リハビリ、訪問看護が包括的な支援を進め、在宅による最期の看取りを行う等、個

人の尊厳を尊重した在宅ケアを進めました。 

（成果） 

1) ハートフル訪問リハビリの訪問件数が増え、地域ニーズに応えている。 

2) 訪問看護による在宅での「看取り」を地域医療と連携し、実践。在宅による看取りは増加。 

年６回対応する。 

④  について…サービスの向上、さらなる個別ケアの充実 

その人らしい生活の再現、ＩＣＦの理念に基づいたケアを行い、社会参加を促します。パーソン

センタード・ケアの実践を行うために、各組織の活性化を狙うため、委員会等の改善、研修内容の

再検討を行いました。 

（成果） 

1) 東京聖新会全体として、各委員会活動の連携を図り、不要な委員会を集約、特化し機能

性を高めた。 

2) 研修計画に則り、各研修を行いスタッフの組織性や専門性を向上させています。（法人全

体で各種研修を実施 

3) 顧客満足度と職員満足度の向上を図る各種アンケートを継続実施し、環境改善へとつな

げています。 

4) 認知症介護指導者研修を新たに一名受講し、認知症介護指導者 2名とした(市内 3名) 

5) 第三者委員会が設置された。今後は家族会等の見学を行う予定。 

6) 個別ケアの充実をすすめるために ICF の理念の普及を進め、職員個別の研修計画を作成

し各種の研修を実施。東京都社会福祉協議会のキャリアパス研修中堅職員研修のプレ研

修を等法人で実施した。他、外部研修を有効活用し、施設内研修の質の向上に努めた。 

 

⑤  について…地域ニーズ反映した適切な入退所支援 

市内各施設と連絡会を活性化し、的確な入退所相談の実施。緊急時に連絡を取ることのできるシ

ステムの見直し、緊急入所なども含め、緊急受け入れ時の情報不足に対する対応策として、情報連

絡会にて、市内施設統一書式を提案しています。 

（成果） 

1) 地域ニーズに応えるために、アンケートなどを実施。 

2) 向台町地域包括支援センター、フローラ居宅支援事業所、ハートフル訪問看護ステーシ

ョン、訪問リハビリと綿密な連携を図り、フローラ、ハートフルの入退所を促進し、迅

速な入所、退所した後のフォローを行う等地域のニーズに即応した。 

3) 目指せ!待機者ゼロをスローガンとした。 

4) 合同主任室の適切な設置により、多様な地域に即応できる体制とした。 

 



  

⑥  について…地域社会に向けての貢献と法人運営の透明化 

地域市民の皆さまと地域包括センターと協働による、災害時に強く、社会情勢に対応できる施設

運営を進めます。また、介護保険制度改定に従った適正な施設運営等、誰にでもわかる透明性の高

い法人、利用しやすいサービスの提供を図っています。より地域に密着できるシステムを検討する

ために法人内各委員会等の組織の再編を行いました。スタッフへの定期的な面接を行い適正な人事

考課を実施しています。 

３S（スマイル・セーフティー・スリム）と３K（綺麗 快感 心地良い）をスローガンとして各

委員会で検討し、コストダウンを進めた結果、経費の削減が進みました。 

（成果） 

1) 地域包括ケアの在り方の検討、災害時に頼りになる地域包括支援センターの活性化 

「地域連携室」による地域各種のシンポジウムを開催。認知症カフェの隔月開催。 

地域の FM ラジオ局にて法人の番組を制作し、また、JCOM テレビへの出演等行い、情

報発信を実施。 

2) キャリアパスによる適切な人員配置と人材の定着、確保と育成を図るため、職員報酬のア

ッブを実施。前年、技能実習生制度についてベトナムへ視察したが法制度が確立できず今

年度は外国人の採用が実施できなかった。 

3) 地域自治体等との防災協定による環境整備、大規模災害時の避難所訓練(向台小学校にて実

施、参加者 1000 人)に法人として参画し、非常時への備えの再確認とした。 

4) 補助金等の申請とコストダウンの励行により、経費の削減の励行 

消耗品仕入れ等の一括購入の検討について、今後は紙おむつの仕入れを進める予定となっ

ていたが、次年度の実施に努める 

5) 法人 HP を定期更新、随時更新し、また会計報告を始めとする、あらゆる情報を HP を活用

し発信している。次年度は定款の掲載を予定し法人運営の透明化を進めている。 

 

⑦  について…設備の新規購入、保守点検 

デイケア部分の有効活用と各補助金制度を活用し、車両購入や、施設内各所の改善修理等を行い

ました。 

（成果） 

1) フローラに「見守りカメラつきロボット」20 台を導入し、利用者の安心安全を図った。 

2) ハートフルにコミュニケーションロボット 16 台購入、16 台を 6 ヶ月間のレンタルとし、

利用者の活動を高め、社会参加を促進した。 

3) ロボット作動についての情報共有促進のために記録ソフトを法人に導入 

4) その他、浴槽、ベッド等備品の点検、施設設備点検を実施。 

   

⑧  「東京聖新会はひとつ」を合言葉として以上の内容で取り組みます。 

介護保険改訂等、社会情勢や制度を踏まえた上で、合築型施設の「強み」をさらに活かし社会福祉

法人東京聖新会の安定した運営を進めました。 

（本年達成目標と成果） 

1) 情報共有促進のために記録ソフトを法人に導入し、各部署間の情報連携を促進 

2) 人事考課システムの見直しと職員の報酬アップを連動し、離職者予防対策を実施 

3) 「クレド、私たちの約束」が実践できているか職員全員で振り返る理念研修を実施 



4) 個人研修制度を活性化し、「チャレンジ」と「フィードバック」システムの研修を実施 

 

社会福祉法人として地域、社会貢献に繋がる新たな可能性を検討し、チャレンジしています。介

護コミュニケーションロボットの実証実験を日本医療福祉介護機器開発研究機構(AMED)一般社団法

人ユニバーサルアクセシビリティ評価機構とコラボレーションし、研究開発に努め、提言を行いま

す。 

 

 社会福祉法人本来の在り方、基本理念を再確認し、法人理念の実現に向けて的確なサービス提供

を行います。理念実現のために足りないものはなにか、必要なのかを検討し、そのために新しい分

野での可能性を探り、様々な挑戦を行ってまいります。 

（成果） 

1) 社会福祉法人法改正に伴う、法人役員会等の在り方を役員会にて検討しました。 

2) 2016 日本医療福祉介護機器開発研究機構(AMED)によるロボット介護機器開発・導入促進事

業(基準策定・評価事業)「ロボット介護機器開発に関する調査」の検証法人としての採択を受

け、西東京コンソーシアム設立。4 法人の代表機関としての務めを果たす。 

3) 学会発表 

第 17 回認知症ケア学会学術大会 

コミュニケーションロボットを活用した「高齢者支援サービス」実証実験(尾林和子) 

介護老人保健施設における組織体系分割化への効果(尾形剛弥) 

第 58 回日本老年医学会学術集会(尾林和子) 

コミュニケーションロボットを活用した高齢者支援サービス「介護現場での有効性の検証」 

第 34 回日本ロボット学会学術集会(尾林和子) 

コミュニケーションロボットとセンシング機器を活用した高齢者支援サービス 

「介護現場での有効性の検証」 

テクノロジー未来共創プログラム(尾林和子) 

コミュニケーションロボットとセンシング機器を活用した高齢者支援 

 

著書等            東京都認知症介護指導者 フローラ田無施設長 尾林和子 

2016.9.10 月号訪問介護サービス連載第一回 P.61～P65  日総研出版 

利用者宅で困らない認知症ケア「理論と実践」認知症の種別と特徴 

2016.11.12 月号訪問介護サービス連載第二回 P.84～P89 日総研出版   

利用者宅で困らない認知症ケア「理論と実践」認知症が進行する過程とケアのあり方 

2017.1.2 月号訪問介護サービス連載第三回 P.73～P79 日総研出版  

利用者宅で困らない認知症ケア「理論と実践」認知症中核症状とＢＰＳＤケアの視点とポイント 

2017.3.4 月号訪問介護サービス連載第四回 P.58～P.64 日総研出版   

利用者宅で困らない認知症ケア「理論と実践」認知症の薬 

福祉施設士 2016.10 全国社会福祉協議会 良質なサービス提供を追求する組織づくり 

福祉施設士 2017.02 全国社会福祉協議会 誌上講座 コミュニティラジオを地域で支える    

東京都認知症介護リーダー研修講師 

東京都社会福祉協議会福祉職員職務階層別研修講師・登録派遣講師(依頼事業所 43 件) 

その他講師、シンポジスト参加依頼多数 

 



 ＜適正な運営を進める＞ 

社会福祉法人の使命のひとつとされる「地域社会貢献」については、より高い「公共性」を求めつつ、「社

会ニーズに応えられる先見性」をもった取り組みを進め、管理運営の透明化を進めます。 また、事業継続

計画(BCP)の整理等、危機管理の充実、身体高速ゼロの実践、苦情対応の充実、高齢者虐待防止への取り組

み、防災ネットワーク、防災協定締結、介護保険改定に向けての対応など継続し、適正なる運営を進めてま

いります。 

 

東京聖新会は、変わりゆく地域社会のなかで、地域のみなさまが個々の尊厳を尊重され、「住み慣れた安

全な環境で、その人らしく、安心して、より快適な環境での生活」が実現できる、そうした地域社会の構築

を目指し、地域のみなさまと共に歩んでまいりたいと思っております。今後共、変わらぬご支援ご協力を賜

りますようお願いを申し上げます。 

 

 

 

 

 

代表機関としてとして西東京コンソーシアムを設立する 



  

FM 西東京 東京聖新会ラジオ番組 

「みんなおいでよ!東京聖新会～!」に日本福祉大学教授田島先生をお招きし、ご出演頂く!!!  

 

Amed への報告、各学会、メティア等発表にて使用したスライドデータ 

 


